
◆
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
お
早
め
に

　

下
呂
市
で
は
平
成
23
年
２
月
か
ら
「
下
呂
市
子

宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
緊
急
助
成
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中
学
１
年
生
か
ら
高

校
１
年
生
の
女
子
を
対
象
に
接
種
料
金
を
全
額

助
成
（
１
回
あ
た
り
１
６
，
０
０
０
円
）
し
て
い
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
「
６
ヶ
月
の
間
に
３
回

接
種
」
が
必
要
で
す
。
今
年
度
中
に
３
回
分
の
費

用
助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
９
月
末
ま
で
に
１

回
目
の
接
種
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
計
画
的
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
な
お
、
費
用
助
成
を
希
望
さ
れ
ま
す
方
は
、
お
近
く
の

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
風
し
ん
が
流
行
し
て
い
ま
す

　

現
在
、
関
西
及
び
関
東
地
方
に
お
い
て
風
し

ん
に
感
染
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

特
に
妊
婦
の
方
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
胎
児

に
影
響
が
で
る
た
め
左
記
の
方
で
こ
れ
ま
で
に

風
し
ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
場
合
ま
た
は
予
防

接
種
を
受
け
て
い
な
い
場
合
は
予
防
接
種
を
受

け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
（
任
意
で
有
料
）

【
積
極
的
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
き
た
い
方
】

・
妊
婦
の
夫
や
同
居
家
族

・
10
代
後
半
か
ら
40
代
の
女
性
で
妊
娠
を
希

望
す
る
方
、
妊
娠
す
る
可
能
性
が
高
い
方

・
出
産
直
後
の
方

ま
た
Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
風
し
ん
）
予
防
接
種
の
対
象
の
方

（
左
記
）
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
方
は
風
し
ん
の
流
行

に
備
え
て
早
め
に
接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

 　
Ｍ
Ｒ
１
期　

１
歳
児
か
ら
２
歳
未
満

 　
Ｍ
Ｒ
２
期　

保
育
園
年
長
児

 　
Ｍ
Ｒ
３
期　

中
学
１
年
生

 　
Ｍ
Ｒ
４
期　

高
校
３
年
生

予
防
接
種
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

2012. 9 GERO 12 

下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

９
・
10
月
の
担
当
医

９月
２
日
（
日
）
近
藤
靖
士
（
近
藤
医
院
）

９
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

16
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

17
日
（　

）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

22
日
（　

）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

23
日
（
日
）
藤
岡　

均
（
藤
岡
医
院
）

30
日
（
日
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

10 月
7
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

8
日
（　

）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

14
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

21
日
（
日
）
阿
部
親
司
（
阿
部
医
院
）

28
日
（
日
）
藤
岡　

均
（
藤
岡
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
９
月
17
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　

せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　

金
山
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

月
・祝

月
・祝

土
・祝

平成２４年９月１日からポリオ予防接種がかわります
これまでのポリオ予防接種は生ワクチンでしたが８月で中止となり、H２４年９月以
降は不活化ワクチンが定期の予防接種となります。不活化ポリオワクチン導入後（平
成２４年９月１日予定）の接種スケジュールは下記のとおりです。ポリオの予防接種
は生・不活化合わせて４回接種します。また、H２４年１１月以降は４種混合（３種
混合 +ポリオ）が導入されます。（３種混合未接種者に限ります）

※平成 24年９月１日の導入時点では４回目の追加接種は定期接種対象外です（現在国内臨床試験を実施中のため、データが整い次第導入予定）

☆20日以上おいて（20日から 56日までの間隔をおくことが望ましいです）
★１年以上おいて（12ヶ月から 18ヶ月の間隔をおくことが望ましいです）

生ワクチン１回目

生ワクチン２回目

　　２０日以上おいて

　　不活化ワクチン
　　２０日以上おいて

　　不活化ワクチン
　　１年以上おいて

　　不活化ワクチン

ポ  リ  オ  ワ  ク  チ  ン  を
 ま  だ  １  回  も
受 　け 　て 　い 　な 　い

生 ポ リ オ ワ ク チ ン を
  す で に １  回 
受  　け  　て  　い  　る

生 ポ リ オ ワ ク チ ン を
  す  で に  ２  回 
受  　け  　て  　い  　る

不活化ワクチンは
必要ありません

不活化ポリオワクチンを
     １ ～ ３ 回 
受  　け  　て  　い  　る

１回目

２回目

３回目

４回目

２回目

３回目

４回目

２回目

３回目

４回目

３回目

４回目 ４回目

不 活 化 ワ ク チ ン

27日以上
あけて

生ワクチン１回目 済

済

済
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を

３
回
受
け
て
い
る

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を

２
回
受
け
て
い
る

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を

１
回
受
け
て
い
る

☆

☆

★

初回接種として、生後３ヶ月
から生後１２ヶ月までに接
種することが望ましいです。

追加接種として、生・不活化を
問わず、全体を通して４回目と
なるポリオワクチンは、３回目
接種終了後１年以上の間隔を
おいてください。
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新病院をよろしく

　

下
呂
市
立
金
山
病
院
は
８
月
１
日
、
新
し
く
開

院
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
旧
病
院
は
そ
の
機
能
が

す
べ
て
新
病
院
に
移
さ
れ
、
約
80
年
続
い
た
そ
の
歴

史
を
終
え
ま
し
た
。
旧
病
院
の
運
営
に
際
し
ま
し
て

は
、
多
く
の
方
々
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
病
院
を
支

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
病
院
周
辺
の
皆
さ

ん
に
は
防
災
訓
練
な
ど
で
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
病
院
の
老
朽
化
に
よ
る
施
設
の
不
備
が
、
病
院
周

辺
の
住
環
境
を
悪
化
さ
せ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
は

心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
新
病
院
で
は
床
面
積
は
旧
病
院
の
1.4
倍
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
病
院
を
運
営
す
る
上
で
必
要
な

最
低
基
準
は
満
た
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
機
能

が
加
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
診
療
体
制

は
今
ま
で
と
全
く
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
病
院
の
運
営
は
皆
さ
ん
か
ら
の
受
診
料
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
つ
も
申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
受

診
し
た
く
て
も
そ
の
手
段
が
な
い
方
が
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
新
病
院
で
も
同
様
で
す
。
地
域
で
の
生
活

を
支
え
て
い
く
た
め
に
も
受
診
手
段
に
つ
い
て
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
含
め
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
病
院
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
も
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

◎
新
病
院
で
は
検
査
、
投
薬
な
ど
の
事
務
的
な
処
理
に

オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
操
作
に

慣
れ
る
ま
で
は
診
察
に
時
間
が
か
か
り
、
待
ち
時
間
が

長
く
な
り
ま
す
。
運
営
の
正
確
性
を
期
す
た
め
に
は
避

け
て
通
れ
な
い
シ
ス
テ
ム
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◎
旧
病
院
で
は
検
診
を
一
般
外
来
診
療
と
同
じ
場
所
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
病
院
で
は
こ
れ
を
改
め
ま
し

時
間
が
あ
れ
ば
隣
接
す
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
運
動
療

法
士
の
指
導
の
下
に
適
切
な
運
動
を
行
う
こ
と
も
で
き
ま

す
。
院
内
に
は
売
店
は
あ
り
ま
す
が
外
来
者
用
食
堂
は
あ

り
ま
せ
ん
。
旧
病
院
で
も
ご
不
自
由
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
新
病
院
で
は
周
辺
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
新
病
院
の
建
設
は
旧
病
院
の
施
設
設
備
の
老
朽
化
で
診

療
の
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
唯
一
最
大
の
理

由
で
す
。
加
え
れ
ば
同
じ
税
金
、
同
じ
保
険
料
、
同
じ
医

療
費
を
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
受
療
環
境
は
平
等
で
あ
る

べ
き
と
い
う
理
念
の
元
に
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
多
く
を
望
ま
ず
身
の
丈
に
合
っ
た
病
院
作
り

を
目
指
し
た
も
の
で
す
。
新
病
院
の
運
営
に
は
お
お
き
な

困
難
を
伴
い
ま
す
が
皆
さ
ん
が
病
院
を
受
診
さ
れ
る
こ
と

が
病
院
を
支
え
ま
す
。
職
員
一
同
も
い
っ
そ
う
の
努
力
を

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

院
長　

古
田
智
彦

た
。
検
診
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、
検
診
フ
ロ
ア
へ
の
出
入

と
待
合
室
は
外
来
患
者
と
分
離
し
、
一
般
患
者
と
の
接

触
を
で
き
る
限
り
少
な
く
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

◎
新
病
院
で
唯
一
機
能
を
拡
充
し
た
の
は
人
工
透
析
で
す
。

金
山
病
院
で
の
人
工
透
析
を
希
望
す
る
方
が
増
え
て
い
ま

す
の
で
地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
た
め
に
も
増
床
し
、
５

床
か
ら
10
床
と
し
ま
し
た
。
対
象
者
を
増
や
す
た
め
に
は
、

看
護
師
を
増
や
す
必
要
が
あ
り
獲
得
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

◎
新
病
院
で
は
経
営
効
率
か
ら
入
院
ベ
ッ
ド
数
を
14
床

減
ら
し
て
99
床
と
し
ま
し
た
。
療
養
病
床
は
旧
病
院
で

は
46
床
あ
り
ま
し
た
が
施
設
の
基
準
に
あ
わ
ず
、
十
分

な
療
養
環
境
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
１
床
あ

た
り
の
面
積
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
下
呂
市
の
実
情

を
考
慮
し
49
床
と
し
ま
し
た
。

◎
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
や
膝
、
腰
の
痛
み

を
持
つ
方
々
に
は
運
動
の
必
要
性
を
お
話
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
支
援
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
ひ
き

こ
も
り
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
け
る
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
ひ
き
こ
も
り
と
は
、
ひ
き
こ
も
っ

て
社
会
参
加
を
し
な
い
状
態
が
６
ヶ
月
以
上
続
い

て
い
る
、
精
神
疾
患
が
そ
の
第
一
の
原
因
で
な
い

方
を
言
い
ま
す
。
ど
う
接
し
た
ら
い
い
の
か
で
お

困
り
の
方
等
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な

お
開
催
日
前
日
ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　

と　

き　

９
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

と
こ
ろ　

下
呂
市
民
会
館
３
階
研
修
室

　

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　

飛
騨
保
健
所
健
康
増
進
課

　
　
　
　

☎
０
５
７
７
・
33
・
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
１
１
・
３
１
２
）

ひ
き
こ
も
り
講
座
（
飛
騨
保
健
所
）

　

65
歳
以
上
の
方
・
60
～
64
歳
で
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
の
障
が
い
又
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
機
能

の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
著
し
く

困
難
な
方
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

左
上
表
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
と
接
種

料
金
が
上
限
２
１
０
０
円
（
市
補
助
）
が
減

額
さ
れ
ま
す（
生
活
保
護
世
帯
は
全
額
補
助
）。

　

予
防
接
種
の
予
約
開
始
時
期
は
、
医
療
機

関
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
予

約
や
料
金
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
必
ず
各
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
入
院
・
入
所
先
な
ど
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
手
続
き
が
必
要
で
す

の
で
、
接
種
前
に
健
康
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

妊
婦
の
方
、
６
ヶ
月
以
上
中
学
３
年
生

以
下
の
方
を
対
象
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

（
補
助
額
１
回
に
つ
き
２
１
０
０
円
）。

　

補
助
に
よ
る
接
種
に
は
事
前
に
各
保

健
セ
ン
タ
ー
（
馬
瀬
地
域
は
馬
瀬
振
興
事
務
所
）

で
予
診
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
保
険
証

※
馬
瀬
で
交
付
を
受
け
る
場
合
、事
前
に
萩
原
保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
予
約
が
必
要
。

子
育
て
支
援
予
防
接
種（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

予診票交付日

萩
原

毎
週
火
曜
日

13
時
～
17
時

小
坂

毎
週
木
曜
日

13
時
～
17
時

下
呂

毎
週
水
曜
日

13
時
～
17
時

金
山

毎
週
火
曜
日

９
時
～
17
時

馬
瀬

毎
月
第
１
月
曜
日

９
時
～
12
時

萩原北醫院 ℡ 52-3444
田中内科クリニック ℡ 53-0088
中田医院 ℡ 52-1022
二村医院 ℡ 52-1001
藤岡医院 ℡ 52-3033
こばやし整形外科 ℡ 52-3952 当院に通院の方のみ
大塚耳鼻咽喉科医院 ℡ 52-3387
南飛騨せせらぎ病院 ℡ 25-5758 当院に入院通院の方のみ
市立小坂診療所 ℡ 62-2212
市立馬瀬診療所 ℡ 47-2152 毎木曜日のみ
県立下呂温泉病院 ℡ 25-2820 当院に入院通院の方のみ
黒木医院 ℡ 24-1303
近藤医院 ℡ 25-4428
小池医院 ℡ 25-6688
おくむらクリニック ℡ 25-6700
花田医院 ℡ 26-2036
乗政診療所 ℡ 26-2100
市立中原診療所

℡ 28-2004
市立上原診療所
市立金山病院 ℡ 32-2121
阿部医院 ℡ 32-2025
福井医院 ℡ 32-2151


